
まちの話題

今月の表紙　　防火パレード～町から火災をなくすために呼びかけをしました～

温故知新

ふるさとは津別町

共和　松岡　洋　さん

特集　清流と森爛漫
らんまん

の奥屈斜路温泉「ランプの宿 森つべつ」営業開始

地域担当連絡員が変わりました

気持ちを新たに！交通事故の撲滅！　悲願を込めて交通事故完全抑止



地域担当連絡員の担当職員変更のお知らせ

私たちが担当します

布川・相生中央・相生2

斉 藤 善 己
企画財政課長

下美都・上美都・上里

深 田 知 明
産業課長

平成２２年４月１日の人事異動に伴い地域担当連絡員の配置を下記の通り変更となりましたのでお知らせ

いたします。

自治会単位で、地域が抱えている問題、個人的に制度などについてもっと知りたい、教えてほしいという

ことがありましたら直接担当員に電話をください。
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津別消防署長
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津別消防署副署長

地域からの連絡などは連絡員に直接電話をしてく

ださい。

地域担当連絡員制度についてのお問い合わせは
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伊 藤 同

広いロビーは落ち着きのある空間です

森
の
健
康
館
は
、
今
年
の

４
月
１
日
か
ら
(株)
ア
ン
ビ
ッ

ク
ス
（
前
川
二
郎
社
長)

が

指
定
管
理
者
と
な
り
、
名
称

を
『
清
流
と
森
爛
漫
の
奥
屈

斜
路
温
泉
「
ラ
ン
プ
の
宿
　
森

つ
べ
つ
」
』
に
変
更
し
、
営

業
を
開
始
し
ま
し
た
。

館
内
に
は
、
町
内
の
木
材

業
者
が
製
作
し
た
ラ
ン
プ
風

の
照
明
を
設
置
し
、
５
月
上

旬
に
は
、
新
し
く
家
族
風
呂

が
誕
生
し
ま
す
。

４
月
12
日
、
町
内
外
か
ら

関
係
者
が
出
席
し
て
開
催
さ

れ
た
開
業
祝
賀
会
で
、
前
川

社
長
は
「
地
元
の
人
に
愛
さ

れ
、
親
し
ま
れ
る
施
設
と
し

て
、
地
元
産
の
食
材
を
通
じ

て
美
味
し
い
料
理
、
心
温
ま

る
サ
ー
ビ
ス
に
心
が
け
、
道

東
一
の
施
設
に
し
よ
う
と
決

意
し
て
い
ま
す
。
癒
し
の
場
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

に
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
所

存
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ランプの宿に訪れた人も大満足なご様子です！

(株)
ア
ン
ビ
ッ
ク
ス
は
、
札

幌
圏
、
道
北
に
か
け
て
温
泉

施
設
、
ゴ
ル
フ
場
、
ス
キ
ー

場
を
経
営
し
て
い
る
会
社
で
、

地
域
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
、

地
域
の
発
展
に
寄
与
し
て
い

く
こ
と
を
、
企
業
の
理
念
に

し
て
い
る
会
社
で
す
。

ま
た
、
営
業
開
始
で
従
業

員
20
人
が
採
用
さ
れ
新
た
な

雇
用
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

�

らんまん

小 野 寺 祥 裕
産業課主幹



町 長

佐藤 多一

ロ ビ ー会
計
課
長
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井
　
操

金 融
機 関

主
査

小
野(
淳)

主
査

松
木（
美
）

保健福祉課長

鴇 田 憲 治
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保 健 福 祉保健福祉 課課総 務総 務 課課

物 品 庫
男性トイレ

女
性
ト
イ
レ
へ

福祉

地域包括支援センター健康推進 介護保険国保・後期高齢者医療

戸籍・年金電算推進 住民活動・交通

税務

林
業
研
修
会
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へ

主
査

松
橋
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正
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主
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主
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林
業
研
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会
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へ

主
任

兼
　
平

主
査

五
十
嵐

主
査

篠
　
原

主
査
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原

主
査

小
泉
（
政
）

主
任

渡
　
辺

建設課長
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主
査

中
　
川

主
査

石
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主
査

佐
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美
）

主
査

栗

山

主
任

迫

田

主
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主
任

加
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主
事

土
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主
事
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主
事

石
川(

佳) 主
査

小
野(

敏)

喫煙室

地域振興

企画政策

建設課主幹

江草智行

主
査

好
　
岡

主
査

阿
部
（
勝
）

臨
時
職
員

成

田

主
査

竹
　
俣

主
査

平

河

財政

私たちが担当です私たちが担当です
４月から職員の配置が変わりました。お気軽に声をかけてください。
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主査
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◎教育委員会（議事堂１階）教育長　阿部博道・学校教育課長　房田敏彦

※総務・学校教育　（主査）竹内・（主任）斉藤（尚）・北本・ 高橋
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※議会・監査（主査）石川（篤）・（主任）中橋（育）

◎中央公民館　社会教育課長　徳田博一

※社会教育　（主査）松橋（美）・宮脇・（主任）谷口
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主
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主
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今

西
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菅
　
原
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主
任

樋
　
口

主事
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臨時職員

笹　谷
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主
任

大
矢
根
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居
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介
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支
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事
業
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４月17日、春の火災予防運動にあわ

せて防火パレードが行われました。

消防署前で行われた出発式では佐藤

多一町長が「火災警報器設置のごく最

近の統計によりますと、全国の設置率

が62％、北海道では58％、津別町で

は42％となりました。来年の５月31

日までが設置期限となっておりますの

で、ご協力お願いします。」と呼びか

けをしました。

パレードでは、参加者がティッシュ

を配布しながら火災予防の呼びかけを

行いました。

町
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
毎
日
に
！

防
火
パ
レ
ー
ド
に
園
児
ら
も
参
加

改装された館内がいっぱいになりました

生活改善センターでダンスパーティ

４
月
10
日
、
津
別
町
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会

（
田
中
四
郎
会
長
）
が
主
催
し
て
、
こ
け
ら
お

と
し
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
（
今
年
で
31
回
目
）

が
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

近
隣
市
町
村
は
も
と
よ
り
、
参
加
者
の
中

に
は
中
標
津
、
釧
路
、
紋
別
な
ど
か
ら
多
く

の
ダ
ン
ス
愛
好
者
が
遠
方
よ
り
集
ま
り
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
ば
か
り
の
会
場
が
狭
い

と
感
じ
る
ほ
ど
多
数
の
参
加
者
が
館
内
に
来

場
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
田
中
会
長
か
ら
津
別
町
社
会
福

祉
協
議
会
原
田
会
長
へ
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ダ
ン

ス
を
福
祉
に
役
立
て
て
下
さ
い
」
と
益
金
が

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
５
日
、
津
別
町
防
犯
協
会
（
佐
々
木

利
明
会
長
）
の
関
係
者
が
教
育
委
員
会
・
教

育
長
室
を
訪
れ
、
新
入
学
児
童
33
人
分
の
防

犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
防
犯
ブ
ザ
ー
「
ミ
オ

マ
モ
ル
ち
ゃ
ん
」
は
、
緊
急
時
、
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
引
き
抜
く
と
、
大
音
量
の
ア
ラ
ー
ム
音

が
鳴
り
続
け
危
険
を
知
ら
せ
ま
す
。

佐
々
木
会
長
は
「
万
一
の
と
き
の
た
め
、

身
に
つ
け
て
学
校
に
登
校
し
て
ほ
し
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
阿
部
教
育
長
は
「
子

供
た
ち
の
安
全
の
た
め
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。

３
月
28
日
、
東
京
都
江
戸
川
区
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
31
回
全
日
本
リ

コ
ー
ダ
ー
大
会
で
活
汲
小
中
学
校
が
、
中

学
校
合
奏
部
門
で
銀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

今
回
吉
報
を
持
っ
て
町
長
室
に
訪
れ

た
細
川
晴
喜
君
（
現
中
学
１
年
生
）
は

「
今
ま
で
の
演
奏
よ
り
上
手
く
で
き
ま
し

た
が
、
緊
張
し
ま
し
た
」。
山
田
愛
果
さ

ん
（
現
中
学
３
年
生
）
は
「
銀
賞
を
と

れ
た
の
は
私
た
ち
だ
け
で
な
く
、
小
学

生
の
力
も
あ
り
、
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
町
民
の
方
々
も
応
援
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

佐
藤
多
一
町
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。

４月13日、青葉幼稚園で春の交通安全教室が開催さ

れました。

園児たちは、津別駐在所・守山所長と交通事故にあ

わないようにするため「道路では遊ばない」「急に道路

に飛び出さない」「お父さん、お母さんの言い付けを守

る」ことを約束しました。

最後に交通安全のアニメビデオ「できたかな？あん

ぜんかくにん」を見て道路にはたくさんの危険がある

ことを学びました。

ドライバーのみなさん、安全運転で、子供たちを悲

惨な交通事故から守りましょう！

道
路
で
は
絶
対
遊
び
ま
せ
ん
！

青
葉
幼
稚
園
で
交
通
安
全
教
室
が
開
催

新入学児童の安全を願い！

防犯協会が防犯ブザーを寄贈

全
国
８
年
連
続
出
場
の
快
挙

活
汲
小
中
学
校
が
銀
賞
！

長
年
の
功
績
を
称
え

津
別
消
防
団
副
団
長
が
消
防
庁
長
官
表
彰

３
月
30
日
に
千
葉
県
で
第
９
回
小

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
、
大
会
に
は
河
野
ノ
ア
さ
ん

（
現
小
学
５
年
生
）
が
女
子
４
年
生
以

下
の
部
に
ダ
ブ
ル
ス
で
出
場
し
、
予

選
リ
ー
グ
を
２
位
で
突
破
し
ま
し
た
。

各
リ
ー
グ
２
位
の
ペ
ア
に
よ
る
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
惜
し
く
も
初

戦
で
敗
退
し
ま
し
た
。

４
月
12
日
、
町
長
室
に
を
訪
れ
、

「
試
合
中
は
風
が
強
く
、
緊
張
も
し
た

が
、
い
つ
も
の
調
子
で
出
来
ま
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

佐
藤
多
一
町
長
か
ら
「
次
に
向
け

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を

受
け
、
次
の
大
会
へ
の
飛
躍
を
新
た

に
誓
い
ま
し
た
。

260人以上の人たちが集まりました 皆さん笑顔で踊られていました

４月６日、町民会館で悲惨な交通事故を無くすた

め、津別町交通安全推進町民大会が開催されました。

小学生、中学生、一般の方が参加した交通安全標

語コンクールでは小学生の部で平河璃奈さんと中学

生の部で坂下京君が最優秀賞に選ばれ、10名が佐

藤多一町長より賞状と記念品が贈られました。

また、「1500日」という目標を達成できなかった

「町内における交通事故死ゼロ日運動」は、再度目

標を「300日」と定め、新たに運動に取り組みます。

その後、自治会連合会、自治会女性部連絡協議会、

老人クラブ連合会、建設業協会、地区運転者協会の

決意表明が行われ、最後に美幌警察署の兼子哲夫地

域交通課長の交通安全講話が行われました。

気持ちを新たに！交通事故の撲滅！

悲願を込めて交通事故完全抑止

全国ソフトテニス大会出場

次はもっと上を目指します！

長
年
に
わ
た
り
災
害
な
ど
の
消
防

活
動
に
従
事
し
、
顕
著
な
功
績
を
お

さ
め
た
消
防
団
員
に
贈
ら
れ
る
消
防

庁
長
官
表
彰
を
旭
町
在
住
の
北
所
雅

男
さ
ん
が
受
賞
し
、
３
月
25
日
に
伝

達
式
が
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
勲
章
・
褒
章
な
ど
の
栄
典

に
準
じ
最
も
栄
誉
あ
る
賞
で
あ
り
、

雅
男
さ
ん
の
実
兄
と
父
も
過
去
に
同

表
彰
を
受
け
て
お
り
、
全
道
的
に
も

珍
し
い
と
の
こ
と
。
佐
藤
多
一
町
長

は
「
長
い
こ
と
し
っ
か
り
や
っ
て
い

た
だ
い
た
結
果
が
こ
の
よ
う
な
受

賞
。
今
後
も
町
の
安
全
安
心
の
た
め

に
務
め
て
ほ
し
い
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

４月８日、賞状を持って結果報告！



さ
ん

「
秋
田
県
鹿
角
郡
小
坂
町
で
生
ま
れ
、

昭
和
16
年
、
３
歳
の
時
に
津
別
町
に
来

ま
し
た
の
で
、
私
の
故
郷
、
ふ
る
さ
と

は
津
別
町
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

昭
和
29
年
４
月
、
津
別
中
学
校
卒
業

後
、
北
見
営
林
局
（
現
・
網
走
南
部
森

林
管
理
署
）
津
別
営
林
署
に
勤
務
。

「
私
は
転
勤
生
活
で
、
津
別
営
林
署
に

は
昭
和
47
年
３
月
ま
で
の
18
年
間
勤
務

し
、
道
内
は
留
辺
蘂
町
、
丸
瀬
布
町
、

遠
軽
町
、
滝
上
町
、
清
里
町
、
道
外
は

山
梨
県
甲
府
市
、
最
後
は
関
東
森
林
管

理
局
東
京
支
局
で
通
算
45
年
間
、
国
有

林
の
色
々
な
仕
事
に
従
事
し
、
平
成
11

年
３
月
に
退
職
し
て
津
別
町
に
戻
り
ま

し
た
」
と
語
る
。

「
山
菜
取
り
で
山
に
入
る
と
、
林
道
網

の
整
備
、
伐
採
の
機
械
化
な
ど
に
よ
り
、

大
木
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
」。「
民

有
林
は
、
植
林
さ
れ
な
い
伐
採
跡
地
が

増
え
て
、
自
然
環
境
、
災
害
等
が
心
配

で
す
。
山
づ
く
り
は
、
手
入
れ
を
し
な

け
れ
ば
、
良
い
山
は
出
来
ま
せ
ん
」
と

話
さ
れ
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
昭
和
58
年
に
十

勝
総
合
振
興
局
管
内
の
幕
別
町
の
公
園

で
誕
生
し
、
だ
れ
で
も
楽
し
く
遊
べ
る

ス
ポ
ー
ツ
。
雪
解
け
が
進
み
、
シ
ー
ズ

ン
が
到
来
し
た
今
日
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
魅
力
は
「
ボ
ー
ル

が
う
ま
く
飛
び
、
カ
ッ
プ
に
入
っ
た
時

が
快
感
で
、
歩
く
た
め
健
康
に
も
良
い

で
す
。
転
勤
族
で
27
年
間
、
津
別
か
ら

離
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
知
ら
な
い
人

と
も
友
達
に
な
れ
た
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
ま
す
」
と
話
す
。

共
和
第
４
自
治
会
長
で
「
昨
年
、
前

小
南
自
治
会
長
が
お
亡
く
な
り
、
現
在
、

自
治
会
長
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
や

る
か
ら
に
は
全
力
を
尽
く
し
、
地
域
の

方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
自
治
会
活
動

に
し
た
い
」
と
語
る
。

町
内
の
各
種
団
体
の
活
動
に
も
携
わ

り
、
津
別
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
事
務

局
長
、
津
別
町
陶
芸
愛
好
会
事
務
局
長
、

津
別
町
卓
球
愛
好
会
事
務
局
長
、
津
別

町
寿
大
学
自
治
会
事
務
局
長
、
新
栄
老

人
ク
ラ
ブ
事
務
局
長
・
会
計
な
ど
多
忙

で
人
望
厚
く
、
何
事
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
松
岡
さ
ん
で
す
。

ふ
る
さ
と
は
津
別
町

松
岡
　
　
洋

温�

新� 故�

知�

【385】

お問い合わせ †76－2151 税務担当（内線 220・221）
収納担当（内線 218）

町
の
税
金
は
、
北
見
信
金
津
別
支
店
（
役

場
派
出
所
、
本
店
及
び
各
支
店
）、
網
走
信

金
津
別
支
店
、
津
別
農
協
、
北
洋
銀
行
美
幌

支
店
、
北
海
道
内
全
て
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

（
郵
便
局
）
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
日
中
は
仕
事
等
で
金
融
機
関
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
』、『
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
』

等
の
方
は
、
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
金

融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
納

税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
金
融
機
関

に
行
く
手
数
が
少
な
く
、
納
付
を
忘
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
な
く
大
変
便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
す
る
口
座
の
印

鑑
、
預
金
通
帳
と
納
税
通
知
書
を
持
参
し
て

町
の
税
金
を
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
各
金
融

機
関
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
振
替
口
座

の
変
更
が
な
け
れ
ば
毎
年
手
続
き
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
さ
れ
た
日
に

よ
っ
て
は
、
直
後
の
納
期
限
に
間
に
合
わ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
の
際
に

は
金
融
機
関
に
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
税
の
納
付
は
口
座
振
替

制
度
の
ご
利
用
を

５
月
は
固
定
資
産
税
第
１
期
、
軽
自
動
車

税
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
５
月
31
日
（
月
）
で
す

お問い合わせ先　地域包括支援センター　†７６－２１５８

高
齢
者
や
介
護
の
相
談
窓
口

役
場
内
に
は
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を

介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
総
合
的
に
支
え
る
た
め
に

平
成
18
年
度
に
設
置
さ
れ
た
部
署
で

す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
支
援
し
ま
す

介
護
保
険
の
要
支
援
１
・
２
と
認

定
さ
れ
た
方
に
は
、
心
身
の
状
態
が

悪
化
し
な
い
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
介
護
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
）
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
し
、
状
態
に
合
わ
せ
た
介
護
予

防
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
高
齢
者
に
は
、
身
体
面
や

認
知
面
の
維
持
・
向
上
を
目
的
に
通

い
の
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
小

学
校
の
空
き
教
室
を
会
場
に
し
た

『
ミ
ズ
ナ
ラ
倶
楽
部
』）

転
倒
予
防
を
目
的
と
し
た
教
室
も
、

社
会
教
育
課
と
共
同
で
企
画
し
て
い

ま
す
。（
６
月
〜
10
月
、
11
月
〜
２
月
）

脳
梗
塞
な
ど
の
病
気
で
麻
痺
に
な
っ

た
り
、
言
葉
の
出
に
く
さ
を
感
じ
て

い
る
方
、
年
齢
と
と
も
に
足
の
運
び

が
悪
く
な
っ
た
方
な
ど
を
対
象
に
、

身
体
や
言
葉
の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
家
が

訪
問
し
相
談
に
応
じ
る
事
業
も
行
っ

て
い
ま
す
。

介
護
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

介
護
保
険
の
申
し
込
み
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
ご

家
族
の
健
康
・
介
護
な
ど
の
悩
み
に

対
応
し
ま
す
。
状
況
に
応
じ
て
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
施
設
サ

ー
ビ
ス
、
福
祉
用
具
、
住
宅
改
修
に

関
す
る
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す

高
齢
者
の
方
々
が
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
も
つ
さ
ま
ざ

ま
な
権
利
を
守
り
ま
す
。
成
年
後
見

制
度
の
紹
介
や
、
虐
待
へ
の
早
期
対

応
、
消
費
者
被
害
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
対
応
し
ま
す
。

担
当
職
員
の
紹
介

主
任
介
護
支
援
専
門
員
・
保
健
師

（
丸
尾
美
佐
）、
保
健
師
（
向
平
亮
子
）、

社
会
福
祉
士
（
佐
々
木
祐
也
）
に
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
電
話
７
６-

２
１
５
８
）

「
子
供
と
ふ
れ
合
っ
て
い
る
と
、
元
気

が
も
ら
え
る
の
で
く
じ
け
そ
う
に
な
っ

た
時
も
前
向
き
な
姿
勢
で
い
ら
れ
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
都
築
先
生
に
今
回
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

今
年
の
４
月
か
ら
青
葉
幼
稚
園
に
勤

務
し
、
津
別
町
の
園
児
た
ち
は
「
す
ご

い
温
か
み
が
あ
り
、
家
族
み
た
い
な
雰

囲
気
で
す
。
毎
日
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

保
育
士
に
な
ろ
う
と
し
た
理
由
は
、

都
築
先
生
が
幼
稚
園
児
の
頃
に
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
が
大
好
き
で
、
大
き
く

な
っ
た
ら
先
生
の
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
始
め
、
そ
の
後
、
美
幌
高
校
を
卒

業
し
、
浪
速
の
短
大
に
進
み
、
保
育
士

の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

「
保
育
所
の
経
験
は
あ
り
ま
す
が
、
幼

稚
園
の
勤
務
は
今
年
で
２
年
目
な
の
で
、

他
の
先
生
の
教
え
方
を
勉
強
し
な
が
ら

子
供
た
ち
と
も
早
く
仲
良
く
な
っ
て
、

早
く
幼
稚
園
に
慣
れ
た
い
！
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

将
来
ど
ん
な
先
生
に
な
り
た
い
か
を

伺
う
と
「
子
供
た
ち
が
楽
し
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
空
間
を
作
れ
る
先
生
で
い

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
　

子
供
達
に
元
気
を
も
ら
っ
て
ま
す
！

都
築
　
麻
美
　

さ
ん

つづき　あさみさん／昭和４９年１２月生まれ　

青葉幼稚園に勤務／美幌町

ご
存
知
で
す
か

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

まつおか　ひろし　さん/昭和１３年５月、秋田県小坂町で
生まれる/７２歳 /共和（第４）在住



本
会
事
業
は
、
初
め
て
出
会
う

新
し
い
仲
間
た
ち
と
、
様
々
な
体

験
を
通
し
て
共
に
助
け
合
う
大
切

さ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
現
地

で
出
会
う
友
達
と
の
心
の
交
流
、

日
本
の
ご
家
族
や
友
人
へ
の
感
謝

な
ど
に
気
付
く
こ
と
が
出
来
る
な

ど
、
と
て
も
有
意
義
な
機
会
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

内
容ホ

ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・

英
語
研
修
・
地
域
見
学
・
野
外

活
動
な
ど

派
遣
先

米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ
パ
ン
・
カ

ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

日
程７

月
23
日(

金)

〜
８
月
15
日(

日)

８
〜
18
日
間

※
事
業
に
よ
り
異
な
る

参
加
対
象

小
３
〜
高
３
ま
で

※
事
業
に
よ
り
異
な
る

説
明
会

全
国
12
都
市
、
５
月
下
旬

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

参
加
費

19
〜
52
万
円(

共
通
経
費
は
別
途)

締
切６

月
４
日(

金)

お
よ
び
14
日(

月)

※
事
業
に
よ
り
異
な
る

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

国
際
青
少
年
研
修
協
会

†
03
｜(

６
４
５
９
）
４
６
６
１

特
定
疾
患
、
腎
臓
機
能
障
害
の

あ
る
方
の
通
院
費
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

q
特
定
疾
患
の
方
…
津
別
町
に
在

住
で
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
ま
た
は
、
特
定
疾
患
々
者
認

定
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

と
、
そ
の
介
護
者
の
方

w
腎
臓
機
能
障
害
者
…
津
別
町
に

在
住
で
、
腎
臓
機
能
障
害
者
で

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
と
、
そ
の
介
護
者
の
方

補
助
額

利
用
し
た
Ｊ
Ｒ
旅
客
運

賃
、
一
般
乗
合
バ
ス
運
賃
の
自

己
負
担
分
の
２
分
の
１
以
内

（
最
も
経
済
的
な
通
常
の
経
路
）

申
請
方
法

申
請
書
に
記
入
の
う

え
、
役
場
福
祉
担
当
†
76
―

２

１
５
１
内
線
２
３
4
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
又
は
精
神
障
害
者

で
歩
行
が
困
難
な
方
が
所
有
す

る
軽
自
動
車
な
ど
（
身
体
障
害

者
で
年
齢
18
歳
未
満
の
者
又
は

精
神
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す

る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等

な
ど
を
含
み
ま
す
）
で
必
要
と

認
め
ら
れ
る
も
の
（
１
台
に
限

り
ま
す
）
や
、
構
造
が
身
体
障
害

者
等
の
方
が
利
用
す
る
た
め
の

軽
自
動
車
な
ど
は
申
請
に
よ
り

減
免
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
に
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
運
転
免
許
証
等
、
送
付

さ
れ
た
納
税
通
知
書
、
印
鑑
を

役
場
税
務
担
当
ま
で
持
参
し
て
、

納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
担
当
　

†
76
―

２
１
５
１
内
線
２
２
０

■
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
運
輸
支
局
の
登
録
に
基

づ
い
て
課
税
さ
れ
る
道
税
で

す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
収
め

ま
し
ょ
う
。

■
納
税
通
知
書
は
５
月
６
日
（
木
）

に
発
送
し
ま
す
が
、
住
所
を
変

更
さ
れ
た
方
や
納
税
通
知
書
が

届
か
な
い
と
い
う
方
は
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
税
務
課
納

税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
自
動
車
税
納
税
通
知
書
（
バ
ー

コ
ー
ド
で
印
字
さ
れ
て
い
る
も

の
）
は
、
従
来
の
金
融
機
関
の

ほ
か
、
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
か
ら

も
納
税
で
き
ま
す
。

■
事
情
が
あ
っ
て
「
納
期
限
ま
で

に
納
め
ら
れ
な
い
」
ま
た
は
、

「
一
度
に
納
め
ら
れ
な
い
」
等

の
納
税
の
相
談
や
不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
ご
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

税
務
課
納
税
係

†
０
１
５
２
―

41
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０
６
１
６

特
定
疾
患
・
腎
機
能
障
害

者
の
通
院
費
の
補
助

○
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

１
家
族
等
に
行
き
先
と
帰
宅
時
間

を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う

２
単
独
で
の
入
山
を
避
け
、
二
人

以
上
で
声
を
掛
け
合
い
位
置
を

確
認
す
る

３
入
山
時
の
服
装
は
目
立
つ
色
に

し
ま
し
ょ
う

４
携
帯
電
話
や
非
常
食
、
熊
よ
け

の
た
め
の
鈴
や
ラ
ジ
オ
等
を
携

行
し
ま
し
ょ
う

５
迷
っ
た
と
き
に
は
無
理
せ
ず
、

落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う

○
ヒ
グ
マ
に
注
意

１
山
に
入
る
前
に
は
、
地
元
の
人

に
聞
く
な
ど
、
熊
の
出
没
情
報

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

２
「
熊
の
出
没
注
意
」
の
看
板
の

あ
る
場
所
に
は
入
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

３
ヒ
グ
マ
に
人
の
存
在
を
早
め
に

知
ら
せ
る
た
め
、
鈴
や
ラ
ジ
オ

で
音
を
立
て
る
な
ど
の
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う

４
ヒ
グ
マ
の
足
跡
や
糞
を
見
た
と
き

は
、
す
ぐ
引
き
返
し
ま
し
ょ
う

交
付
対
象
者

１
津
別
町
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

２
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在

満
70
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

３
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

申
請
先

無
料
入
浴
券
は
、
申
請
し
な
け

れ
ば
交
付
さ
れ
ま
せ
ん

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑

※
代
理
受
領
の
場
合
は
、
対
象
者

と
代
理
者
の
印
鑑

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
保
健
福
祉
課

†
76
｜

２
１
５
１
（
内
線
２
３
３
）

町
内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
に
バ

ス
で
通
う
未
就
学
児
童
の
交
通
費

を
全
額
補
助
し
ま
す
の
で
該
当
す

る
方
は
次
の
方
法
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者

町
内
に
住
む
３
歳
以
上

で
、
１
人
で
通
う
こ
と
が
で
き

る
子
ど
も
の
保
護
者
の
方

補
助
額

定
期
乗
車
券
の
運
賃
に

相
当
す
る
額
　
　
　
　
　
　
　

申
請
方
法

q
町
営
バ

ス
利
用
の

場
合
…
申

請
書
を
役

場
福
祉
担

当
に
提
出

し
て
く
だ

さ
い
。
内

容
を
確
認

し
た
後
、

定
期
券
を

お
渡
し
し

ま
す
。

w
民
間
バ
ス
利
用
の
場
合
…
購
入

し
た
定
期
券
を
、
申
請
書
と
一
緒

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

補
助
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

申
請
先

役
場
福
祉
担
当

†
76
―
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２
３
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インフォメーション

ormationfin お
知ら

せ

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

山
菜
採
り
に
伴
う

事
故
防
止
に
つ
い
て

老
人
無
料
入
浴
券

を
交
付
し
ま
す

園
児
な
ど
の
通
園
に

バ
ス
代
を
全
額
補
助

夏
休
み
海
外
派
遣

参
加
者
募
集

身
体
障
害
者
の
方
の
軽
自
動
車

税
減
免
申
請
に
つ
い
て

自
転
車
の
マ
ナ
ー

守
っ
て
ま
す
か

住民生活

グループ

†７６－２１５１

暖
か
く
な
り
、
児
童
生
徒
や
高

齢
者
の
自
転
車
姿
を
多
く
見
か
け

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

道
路
交
通
法
で
は
、
自
転
車
は

『
そ
の
他
の
車
両
』
と
さ
れ
、
違
反

者
に
対
し
て
は
、
厳
し
い
罰
則
規

定
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
で
も
っ
と
も
多
い
違
反

行
為
は
次
の
と
お
り
で
す
。

q

夜
間
に
お
け
る
無
灯
火
運
転

w

飲
酒
運
転

ま
た
、
自
転
車
で
の
走
行
に
つ

い
て
は
危
険
防
止
の
た
め
に
極
力

歩
道
を
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
歩
道
は
あ
く
ま
で
も

歩
行
者
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
注
意
し
て
走
行
し

ま
し
ょ
う
。

こ
の
他
に
も
、
安
全
に
使
え
る

よ
う
に
、
使
用
前
の
点
検
整
備
を

す
る
等
、
注
意
す
べ
き
点
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

「
交
通
ル
ー
ル
」
と
「
守
る
べ
き

マ
ナ
ー
」
を
忘
れ
ず
に
、
交
通
安

全
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

◎空き巣などの発生！

３月中、美幌、津別両町の一般住宅などにおいて、空

き巣や忍び込みといった建物侵入犯罪が３件発生してい

ます。

◎万引きなどの発生！

３月中、美幌町内のスーパーマーケットにおいて、万

引きや置き引きといった窃盗犯罪が２件発生しています。

◎振り込め詐欺被害にご注意下さい！

依然として振り込め詐欺の被害が後を断ちません。

学校や職場の名簿等を利用して、家族の実名で詐欺の

電話が掛かってきています。

家族の名前を名乗られても、「急にお金が必要になった」

「電話番号が変わった」などの怪しい電話の内容であった

場合には、以前から使っていた電話番号に掛けてみて本

当の家族か確認しましょう。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

経
過
後
は
、
未
使
用
サ
ー
ビ
ス
料

金
の
２
割
か
５
万
円
の
い
ず
れ
か
低

い
額
、
ま
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
前
な
ら

１
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
英

会
話
教
室
の
受
講
契
約
は
、
形

の
あ
る
商
品
の
購
入
と
は
違
い

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
契
約
で
す
。

内
容
や
質
は
目
に
見
え
ず
、
実

際
に
受
け
て
み
な
い
と
判
断
し

づ
ら
く
、
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
も
誰
も
が
同
じ
結
果
を
き

た
い
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
契
約
書
を
よ
く
読
ん
で

納
得
で
き
な
け
れ
ば
十
分
な
説

明
を
受
け
て
か
ら
申
し
込
み
を

し
ま
し
ょ
う
。
役
務
提
供
前
は
１
万

５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
（
契
約
時
の
全
体
価
格
－
既
提

供
分
価
格
）
×
20
％
又
は
５
万
円
の

い
ず
れ
か
低
い
額
。

Ｑ

問い合わせ先
商工観光グル
ープ
†76－2151

A

英
会
話
教
室
の
解
約

５
月
31
日
（
月
）
は

自
動
車
税
納
期
限
で
す

今
、
受
講
を
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
英
会
話
教
室
は
、

教
材
費
を
含
め
て
２
年
間

（
週
１
回
）
で
30
万
円
の
外

国
語
教
室
で
す
。
も
し

も
、
転
勤
が
決
ま
っ
た

場
合
に
受
講
で
き
な
い

分
の
解
約
や
、
残
り
の

期
間
の
受
講
料
を
返
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

る
の
か
を
知
り
た
い
の

で
す
が
…
。

こ
の
度
の
ご
質
問

は
、
特
定
商
取
引
法
で

は
特
定
継
続
的
役
務
提
供
に

該
当
し
、
契
約
し
て
か
ら
８

日
間
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
の
適
用
に
な
り

ま
す
。

Q
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▼年金を満額受け取れない方へ

国民年金制度は、20歳から60歳まで

の40年間の加入と納付状況によって年

金額が決定されます。過去に保険料の

未納や国民年金に加入していない期間

があると「満額」の年金を受け取るこ

とができなくなります。

しかし、次の条件を全て満たす方は、

ご本人の申し出により、「任意加入制度」

で国民年金に再加入し、年金額を増額

することができます。

▼任意加入制度に加入できるのは、

次の①～③の全てに該当する方です

①日本国内に居住する60歳以上65歳未満

②老齢基礎年金の繰り上げ支給を受け

ていない

③20歳から60歳までの年金保険料の納

付月数が480カ月未満

▼年金を受け取る権利のない方へ

また、昭和40年４月１日以前に生ま

れた方で、65歳まで加入しても年金を

受け取る権利がない方は、70歳まで加

入できる「特例任意加入制度」もあり

ます。

年金額を増やしませんか？

検針・料金徴収員の担当地区については４月１日現在

の大まかな区域です。

各検針徴収員は身分証明書を携帯しております。不明

な点がありましたら下記までご連絡ください。

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線 222 津別町では、町内にある空き家等の有効利用を通して、地域の活性化・住み

替えによる住環境の改善を図るため、「空き家等情報登録制度」を制定し、町

のホームページに「空き家・空き地・空き店舗・空き事業所」の情報を掲載を

行っています。町内に一戸建ての家や宅地として利用できる土地、空き店舗、

空き事業所をお持ちの方で、賃貸・売買を希望される方は、『空き家等情報登

録制度』への登録をお願いします。

また、町内に空き家等をお探しの方、移住希望の方へはこの制度における

『利用希望者』に登録された場合、空き家等の情報を提供させていただきます。

■利用方法

〈空き家等の所有者〉

空き家等の所有者は、登録申込をいただくと、町のホームページ等

に物件情報を掲載いたします。また、空き家等の利用希望者登録情報

の提供もさせていただきます。

（ホームページに物件情報の掲載を希望しない方は申出ください）

〈空き家等の利用希望者〉

空き家等をお探しの方は、登録申込をいただくと利用希望者として登録

いたします。また、空き家等の登録情報を町のホームページ等により提供

させていただきます。

■注意事項

町は、情報登録者・利用希望者への情報提供は行いますが、あっせ

ん・仲介は行いません。また、売買・賃貸の交渉や契約等に関するトラ

ブル等については当事者間で解決していただきます。

■問い合わせ先　役場　企画財政課地域振興グループ76－2151（内線242）

平成２０年４月から水道・簡易水道・下水道・農業集落

排水の料金にかかる検針・料金徴収業務を次の会社へ委

託しておりますが、平成２2年度も同じく委託しました。

問い合わせ先

役場　上下水道担当 †７６－２１５１　内線253・254

・委託先　荏原エンジニアリングサービス株式会社北海道支店

津別管理事務所（下水道管理センター内）

† 76－2848

委託先 荏原エンジニアリングサービス株式会社北海道支店

委託会社からの検針・料金徴収員は次のとおりです。

後藤　寛治さん

・津別市街地及び活汲地区

上杉　猛晴さん

・豊永及び高台の一部、
美都、上里地区

内田　憲造さん

・本岐地区

長谷川　巌さん

佐藤　啓一さん

・相生、大昭、布川地区

生後４～７ヶ月児の保護者を対象にした離乳食（初

期、中期)の教室を開催します。

この教室では、講話（離乳食の

ポイント、進め方など）、調理実習

（初期、中期）、試食などを予定し

ています。気軽にご参加下さい。

日 時 ５月20日（木）

午前９時30分～午後０時00分

場　　所　町民会館　和室・調理室

持 ち 物　エプロン・三角巾・手ふきタオル・離乳

食ガイドブック

参 加 費　無料です

申し込み締め切り ５月17日（月）まで

そ の 他 当日託児があります

申し込み・問い合わせ先　役場　健康医療グループ

健康推進担当　†76－2151（内線232）

�

�

○日　時 ５月23日（日）午前９時30分出発

○コース 中央公民館からバスで上里の「ランプ

の宿　森つべつ」に移動し、ホテル向側の山の

中にある「ミズナラの巨木」を目指し片道４０

分程度の山道を歩きます。正午ごろにはホテル

に到着し、昼食や入浴の時間をとり午後２時に

は中央公民館に戻る予定です。

○申し込み 5月19日（水）まで　

教育委員会社会教育課　†76－2713

○募集人数 30名（先着順）

○集合場所 中央公民館正面玄関

○参 加 費 無料（各自で傷害保険に加入のこと）

○準備する物 長靴かトレッキングシューズ、お弁

当、飲料水など

※ホテルでの昼食や入浴は自己負担

○そ の 他 雨天の場合は中止します

�

倒産・解雇などによる離職（特定受給資格者）

や雇い止めなどによる離職（特定理由離職者）

をされた方へ

平成22（2010）年４月から国民健康保険税が
軽減されます。

対象者は？

離職の翌日から翌年度末までの期間において、

（１）雇用保険の特定受給資格者（例：倒産・解雇な

どによる離職）

（２）雇用保険の特定理由離職者（例：解雇い止めな

どによる離職)として失業等給付を受ける方です。

※雇用保険受給資格者証の離職理由が11､12､21､22､

31､32､33､34に該当される方。

※高年齢受給資格及び特例受給資格者の方は対象と

なりません。

軽減額は？

国民健康保険税は、前年の所得などにより算定さ

れます。

軽減は、前年の給与所得をその100分の30とみな

して行います。

※具体的な軽減額などは、下記まで問い合わせくだ

さい。

軽減期間は？

離職の翌日から翌年度末までの期間です。

※雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なり

ます。

※届出が遅れても遡及して軽減を受けることがで

きます。

※国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き

続き対象となりますが、会社の健康保険に加入す

るなど国民健康保険を脱退すると終了します。

制度が始まる前の失業は対象外ですか？

制度が始まる前１年以内（平成21（2009）年３

月31日以降）に離職された方は、平成22（2010）

年度に限り国民健康保険税が軽減されます。

※ただし、平成21（2009）年度の保険税は対象と

なりません。ご了承ください。

軽減を受けるには申請が必要です。制度に関

する説明は下記まで問い合わせください。

問い合わせ先　

役場　　国民健康保険担当　

†76－2151 （内線228・229）
税務担当　†76－2151 （内線220・221）

国民健康保険税の減税�

重

点

目

標

○自転車の安全利用の推進と歩行者（特に子ど

もと高齢者）の交通事故防止

○観光・行楽に伴う交通事故防止

○飲酒運転等、悪質・危険な運転の追放

○全ての座席のシートベルトとチャイルドシー

トの正しい着用の徹底

５月１５日（土）～５月２４日（月）

春の行楽期の交通安全運動



�

�

�

津別町が本年度に発注することが見込まれている建設工事について、「公共工事の入札及び契約の適正化の

促進に関する法律」第７条および同施行令第５条の規定に基づき、下記のとおり公表します。

問い合わせ先　役場　建設課　†７６－２１５１内線 ２４８

平成2２年度建設工事等の発注見通しに関する公表

問い合わせ先

役場　保健福祉課福祉担当　† 76－2151 内線299

本年４月から子ども手当制度が始まりました。

子ども手当は、次代の社会を担う子どもの健やかな

育ちを社会全体で応援するため、中学校修了までの子

ども1人につき月額1万3千円を支給する制度です。

（児童手当を受給されていた方）

本年３月まで児童手当を受給されている方は、基本

的に、児童手当の支給対象児童について手続きは必要

ありません。ただし、新たに子ども手当の対象となる

子ども（原則として中学２年生と中学３年生）がいら

っしゃる場合は、申請手続が必要です。

（該当する方には関係書類を郵送しています）

（児童手当を受給されていなかった方）

所得制限超過などで児童手当を受給されていなかっ

た方で、子ども手当の支給の対象となる中学修了前ま

での子どもを養育されている方が、子ども手当の支給

を受けるには、申請手続きが必要となります。

（該当する方には関係書類を郵送しています）

最初の支払い月である本年6月に手当の支給を受け

るためには、５月10日までに申請をいただく必要が
あります。

また、平成22年9月30日までに申請を済ませると
本年4月からの子ども手当を受給することができます

が、それを過ぎると４月分からの子ども手当が受給で

きませんので、お早めに手続きをお願いします。

なお、公務員の方は、勤務先での手続きとなります

ので、勤務先にご確認ください。
木質ペレットストーブ

購入費補助のご案内

津別町内にお住まいで、町

内の住宅などに新品の木質ペ

レットストーブを購入される

方に、購入費の補助（本体価

格の1/2

以内）を

実地して

います。

詳しく

は、下記

までお問

い合わせ

ください。

○役場　林政担当

†76-2151 内線 259

試験日時 ８月31日（火）午後１時３０分～午後４時

試 験 地 北見市

試験科目・試験方法

食文化概論、衛生法規、公衆衛生

学、栄養学、食品学、食品衛生学

及び調理理論（筆記試験）

受験資格 中学校卒業以上の方で、寄宿舎、学校、

病院等での施設や飲食店営業、魚介類販売業、

そうざい製造業で、今年５月28日までに２年以

上調理の業務に従事した方。

ただし、パート又はアルバイトで調理に従事している

場合は、週４日以上かつ１日６時間以上勤務している

場合に限る。

願書受付期間 ５月11日～５月28日まで

願書取り扱い・提出先 最寄りの保健所、又は支所

提出書類　調理師試験受験願書

受験者整理カード（写真張付）

入力通知書

受験手数料 北海道収入証紙６,７００円

問い合わせ先 北見保健所　健康推進課健康増進係　

†０１５７－２４－４１７３

町では、本年４月から旧町長公宅を「お試し暮らし

住宅」として、将来移住を希望又は検討されている方

に、一定期間津別町での生活体験ができる場として、

用意いたしました。

また、住宅は企業誘致等の定住事業や、青少年交流、

スポーツ交流事業にも活用する予定でおります。

お試し暮らし住宅での生活体験がきっかけになり、

１人でも多くの方が津別町に移住していただきたいと

考えています。

住宅の概要は次のとおりです。お知り合いの方で移

住を検討されている方がおられましたら、お試し暮ら

し住宅についてお知らせいただきたくお願いします。

概要について

・借用期間　　１週間から３ヶ月以内

・住宅料　　　月額　３０，０００円

（光熱水費は含まれておりません）

・移住希望の方は、単身での利用はできません。

○ 問合せ先　役場・地域振興グループ　

図書館を臨時休業にします

図書室のパソコンシ

ステム機器更新のため

臨時休業にしますので、

よろしくおねがいしま

す。

問い合わせ先

津別町中央公民館

†76－2713

「津別町人づくり研修事業」は町民の皆さんの自然・生活・文化・社
会・福祉・スポーツ・産業・経済・教育等の自主的な研修を支援し、
識見豊かな人材の育成を図ることを目的としています。

研修を希望する方は、下記により申し込みを行って下さい。

★研修地 は道内を除く国内です。

★研修日数 は７日以内です。（離町の日から帰町の日までです。）

★助成金の額 は８万円が限度です。（助成対象経費の５割以内です。）

★研修の対象者 は１８歳以上で町内に１年以上在住している方です。

主な変更内容は上記のとおりです。

ただし、この事業で研修した方は、以後５年間は助成を受けることはできません。

また、この事業での研修は２回が限度となっております。（平成７年度以降の通算回数）

☆問い合わせ・申し込み先　　企画財政課地域振興Ｇ　　　　

☆申し込み期限　　　　　　　平成２２年５月３１日

（今年度の予算額は７０万円です。期限までに申し込みのあった方々につ

いて、選考委員会にて協議し決定します。

期限後の申し込みについては、予算状況により対応が異なる場合があります。）

５月２５日（火）～２６日（水）


